
第4回適塩フォーラム
in Kyoto 2019

2019/11/17 大和学園

京都栄養医療専門学校
in ARASHIYAMA



天龍寺曹源池庭園 早朝参拝 2019年11月17日 午前7時半



根本氏も早起きし
て一緒に





【開会挨拶】
京都腎臓病総合対策推進協議会会長
京都民医連中央病院 救急総合内科科長 神田 千秋 先生



演者：勝谷友宏先生（勝谷医院 院長）
『地域の多職種で考える「適塩化のススメ」』

基調講演



「京都府南丹保健所 阪口亜貴氏
『ライフステージを通した適塩から始める食の環境づくり』

【パネルディスカッション】
司会：八田 告 先生（八田内科医院 院長）、川手 由香 先生（京都桂病院栄養科 科長）







「株式会社オリエンタルベーカリー営業本部部長 藤田 恵氏
『企業戦略としての適塩～オリエンタルベーカリーの場合～』



「一般社団法人日本塩分管理支援協会 代表理事 根本雅祥氏

『全く新しい塩分管理方法 ソルトコントロール』

誰もが根本さんが提唱される『ソルトコントロール』に納得されたのではないか
と思います。ぜひアマゾンなどでお買い求めください。



開催後記

秋冷の候、皆様には益々ご清祥のことと存じます。先日は、第4回適塩フォーラ
ム in Kyoto 2019に大変多くの方にご参加頂き有難うございました。
冒頭に推進協の神田千秋会長から今後、府民や企業と協同して適塩サミットin 

Kyotoを開催するにあたり、まずは適塩仲間を増やすことから始めたのが、この適
塩フォーラムであるとの趣旨説明がありました。
基調講演では、非常に魅力的な適塩化運動を尼崎で推進されている勝谷医院の勝

谷先生からイベントの詳細を教えて頂きました。聞けば聞くほど、工夫がなされ、
行政と一致団結された素晴らしいイベントと思いました。将来京都で開催する適塩
サミットの参考になりました。パネルディスカッションでは、京都府南丹保健所の
阪口亜貴氏から京都府における食塩摂取量や南丹地区における地元の活動について
紹介されました。地元に根差した素晴らしい活動で今後、横展開が期待されます。
京都府では、パン消費量が大変多いことから、オリエンタルベーカリー様には、企
業努力としての適塩活動をご紹介頂きました。無塩パン、ほんのり甘くておいし
かったです！ネットで購入可能です。HPをご覧になり他の方にもお勧めください。
最後に減塩がブームにならないのは、マイナスイメージのフレーズだからと、根

本氏は『ソルトコントロール』という言葉を提唱、塩が入っていないソルトフリー
クッキーを創るなど、減塩という言葉を変えたいと熱く語りました。
フォーラム終了後に、適塩サミットin Kyoto準備委員会を開催し、実現に向けて
関連団体が集まり協議しました。これからも皆様と一緒に京都の適塩活動を広めて
いきたいと思います。今後ともご指導、ご支援賜りますよう宜しくお願いします。
最後に、会場を無償で提供して下さった大和学園様に御礼申し上げて開催後記とさ
せていただきます。 文責：推進協 適塩チーム 八田 告


